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　山梨県は、ぶどう、もも、すももの生産量・品質とも
に日本を代表する「フルーツ王国」です。近年は、こうし
た高品質な日本産果実が海外でも注目を集めています。
　その一方で、農業の現場では生産者の高齢化や担い
手不足が進み、熟練農家が培ってきた技術の継承や、
作業の省力化・自動化が大きな課題となっています。
　山梨大学では、最先端のAI（Artificial Intelligence：
人 工 知 能）、AR（Augmented Reality：拡張 現 実）
およびロボット技術を融合し、熟練農家の技能を学習・
継承する次世代スマート農業技術の研究開発を進めて
います。果樹栽培の高品質化と省力化を両立し、日本
農業の持続的な発展に貢献することを目指しています。

大 学 院 の 学 生 た ち に 研 究 　 へ の 想 い研 究 　 へ の 想 い を 聞 き ま し た！

モンゴル国立大学で電子工学の学
位を取得し、ロボット設計の基礎を築いた後、
2025年に来日しました。現在は山梨大学の修士課程
に在籍し、茅暁陽 教授の指導の下、最先端のロボティ
クス・プロジェクトに参加する機会をいただいています。
将来は、エンジニアとしての専門知識を活かし、日本と
モンゴルの懸け橋になりたいと考えています。

名　前	 ハシバタ テンギスボロド さん
所　属	 工学専攻 修士課程 1年
出　身	 モンゴル

カメラの画像を用いて、
畑の環境やぶどうの房をリアルタイムに認識

VR技術を活用したブドウ摘粒ト
レーニングシステムの開発を通して、農作業
の効率化や技術継承に貢献できるよう取り組んでいま
す。山梨県出身として、地域産業である農業に貢献で
きる研究に携われたことを大変嬉しく思っています。こ
の研究で得た経験を生かし、今後も地域や社会に役
立つ技術の開発に挑戦していきたいと考えています。

名　前	 武井 英樹 さん
所　属	 工学専攻 修士課程 2年
出　身	 山梨県山梨市

仮想空間上で摘粒の練習ができる
ＶＲ摘粒トレーニングシステム（山梨市との共同研究）

私は、現実世界において実用的
な価値を提供するアプリケーションの開発に情熱
を持っています。特に、社会がより高度な自動化へ
と進化している点に強い関心があり、この流れに有
意義な形で貢献したいと考えています。

名　前	 ヨキン カビン さん
所　属	 工学専攻 博士課程 3年
出　身	 タイ

カメラの映像からぶどうの房の3Dモデルを生成し、
成長シミュレーションにより摘粒対象を推定

現在、山梨大学の博士課程（社
会人博士）に在籍し、「農業×AR（拡張現
実）」の可能性について研究を進めております。実社
会の課題解決に直結するAR技術を開発し、農業の
未来をより豊かで魅力的なものへと変革していくこと
に、非常に大きなやりがいを感じております。

名　前	 田村 駿 さん
所　属	 工学専攻 博士課程 １年
出　身	 長野県諏訪市

AIで摘粒対象を判別し、摘粒すべき粒を視覚的に示す
ぶどう摘粒支援用スマートグラス技術

AIは、ぶどう農家の
“相棒”になれるか。
AIは、ぶどう農家の
“相棒”になれるか。
AIは、ぶどう農家の
“相棒”になれるか。
AIは、ぶどう農家の
“相棒”になれるか。 山梨大学の スマート農業最前線山梨大学の スマート農業最前線山梨大学の スマート農業最前線山梨大学の スマート農業最前線
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共創環境棟
　山梨大学・甲府キャンパスに、工学部
創立100周年記念事業の一環として、学部
や大学の枠を越え、学生・研究者・企業・
地域の人々がつながる拠点となる「共創環
境棟」が誕生しました。
　館内には、自由にアイデアを語り合える
交流スペースや、イベントや講義に利用で
きる多目的ホールを完備。学生同士はもち
ろん、さまざまな人との出会いや新しい挑
戦が生まれる場として期待されています。

共創環境棟完成！
が

ソファー・イス・テー
ブルを配置した開放
的な、24時間自由に
使用できる屋外スペー
スです。

テラス4

産官学金言連携の拠点として事務室を設置。

やまなし地域共創推進機構2

窓辺に設けられたカウンター席です。
外の光を感じながら一人で集中して作
業や学習ができます。

カウンター
スペース

3

講演会、展示会、研修会
などに対応可能な多目的
ホールです。テーブル付
き可動式のイスを250脚
備え、スクール形式やグ
ループ形式など、用途に
応じたレイアウトでご利
用いただけます。

治ホール（HARU Hall）5

ミーティング、グループワーク、学習など、さまざま
な用途にご利用いただけるオープンスペースです。
複数のエリアを備えており、目的に応じて幅広くご
活用いただけます。

ラウンジ1

平　　日：午前8時30分～午後9時
土日祝日：午前8時30分～午後6時
※但し、年末年始は休館となります。
※利用時間には準備・片付けを含んでおります。
※土日祝日のご利用には予約が必要です。

利用時間

6月30日に竣
工記念式典

を

行い本格始
動しました。

※詳しくは
P14へ

工学部100周年記念

5 治ホール
（HARU Hall）

1 ラウンジ

更衣
スペース

2
やまなし

地域共創推進機構

パウダー
ルーム

4 テラス

3
カウンタースペース

新しい
学びと
出会い

が
生まれ

る場所

この棟には
学生も

管理・運営
に

携わってい
ます

54 山梨大学広報誌 山梨大学広報誌



研究者になったきっかけ

　もともとはエンジニアを目指し、大阪

府立工業高等専門学校（現・大阪公立

大学工業高等専門学校）で機械工学を

学んでいました。ところが、学ぶうちに

機械そのものよりも、人がどのように感

じ、考え、行動するのかに関心が向くよ

うになり、心理学を学びたいと考えて熊

本大学教育学部へ進学しました。入学

後は、養護学校（現・特別支援学校）

教員養成課程に所属し、干川隆先生（熊

本大学名誉教授）から障害のある子ど

もの心理や教育的アプローチを学びま

した。恩師の姿に触れ、研究を通して

支援のあり方を考えたいと思ったこと

が、研究者を志した一番のきっかけです。

　当時は「特殊教育」から「特別支援

教育」への転換期で、多様な子どもた

ちの学びや生活を支える方法と、その

背景にある認知の仕組みに関心を持つ

ようになりました。特に、テクノロジーを

障害のある子どもたちの生活にどう活用

できるのかに関心を持ち、自分の思いを

ことばで表すことが難しい知的障害のあ

る自閉スペクトラム症のお子さんを対象

に、音声出力会話補助装置を用いたコ

ミュニケーション行動の促進について研

究しました。これが私の研究の原点とな

りました。その後、筑波大学大学院に

進学し、知能検査の開発・活用の一端

に関わるとともに、PCを活用した学習支

援の研究にも取り組みました。

学生時代の思い出

　大学時代に特に打ち込んだのが、ダ

ウン症児・者への余暇支援を行う学生

ボランティアサークルの運営でした。熊

本大学だけでなく近隣大学の学生も参

加する共同サークルで、当時はボランティ

ア学生だけで100名を超えていたと思い

ます。毎週土曜日の活動を中心に、運

動会、キャンプ、クリスマス会などを企画・

運営し、忙しくも充実した日 を々過ごしま

した。保護者の方々にも温かく接してい

ただき、子どもたちだけでなく、その生

活を支えるご家族とも深く関わることが

子どもの強みを活かす学びの支援

できました。この経験は、今の自分を

形作る土台になっています。

　大学院進学後は、発達障害のある子ど

もたちへの個別学習支援や屋外活動での

支援に取り組みました。週1回のケースカ

ンファレンスでは、子どものアセスメント

結果や背景情報をどのように支援に活か

し、その効果をどう評価するのかを検討し

ました。ここで学んだ「支援は、子どもの

理解から始まる」という感覚は、現在の

教育・研究活動にも強く残っています。

現在の研究について

　現在は、知的障害や発達障害のある

子どもの学習支援を中心に研究していま

す。特に、ICTを活用しながら学習過程を

分析し、子どもがどの段階でつまずいてい

るのか、その困難さを軽減する手立てを

検討しています。学習に困難を示す子ども

には、認知処理能力の強み・弱みが学習

のしやすさに大きく影響していることが多

くあります。そのため、認知的負荷をいか

に低減し、本人の強みをどのように活かす

かを重視しています。また、一人ひとりの

認知処理特性を把握するための知能検査

の開発にも携わっています。

現在の夢や目標

　就学前の子どもも、小学生から高校

生も、大学生も、一人ひとり異なる存在

です。だからこそ、自分に合った方法で

学ぶための選択肢があることが大切だ

と考えています。私の大きな目標は、「こ

うあるべき」「こうしなければならない」

という固定観念を乗り越え、誰もが学習

にアクセスできる環境をつくることです。

そのためには、社会の側にある障壁を

見直すこと、自分の強みや苦手さを理

解してよりよい選択ができること、自分

の学び方を調整していく力を育てること

が重要だと考えています。

　その足掛かりとして、学習に困難を抱

える子どもたちが「自分の強みを活かし

て学ぶ」ことを経験できる場をつくりた

いと考えています。教育相談では、一人

ひとりが自分の得意な方法を知り、それ

を学習に活かすことを支えています。昨

年度はゼミの学生とともに、発達障害の

ある子どもたちとMinecraftを用いた協

働活動を行いました。今後も学校現場

と連携し、子どもたちと学生それぞれの

強みを活かした活動に取り組んでいきた

いと考えています。

研究以外で熱中していること

　研究以外で熱中していることは「子育

て」です。我が家は4人家族で、妻と5

歳の息子と3歳の娘がいます。子ども達

は大変手が掛かることも多いですが、そ

れ以上に愛おしい存在です。発達や学

習に関わる研究領域にいるため、子ども

の日々の成長をつい観察してしまいます。

毎日の姿には驚きがあり、我が子からも

新しい視点を学んでいるところです。二

人には、それぞれの道を健やかに歩ん

でほしいと願っています。

学生へのメッセージ

　略歴の通り、私は紆余曲折を経て今

に至りました。その時々で、挫折や絶

望に近い気持ちを抱いたこともあります。

それでも今振り返ると、すべてが無駄

だったわけではないと思えます。ただし、

それは一人で乗り越えたということでは

ありません。つらい時に支えてくれる人

がいたことが、何より大きかったと思い

ます。何かを始めるのに遅すぎるという

ことはありません。思い悩む時は、誰か

に「ちょっと話してみる」ことを大切にし

てほしいと思います。家族、友人、仲間、

教職員、アルバイト先、学内の学生支

援サービスなど、話せる相手は一人では

ありません。この文章が、誰かとつなが

る小さなきっかけになれば幸いです。

専門分野	 特別支援教育
学　　位	 修士（教育学）
略　　歴	
1999年	 大阪府立工業高等専門学校機械工学科 中途退学
2005年	 熊本大学教育学部養護学校教員養成課程 卒業
2007年	 筑波大学大学院修士課程教育研究科障害児教育専攻 修了
2010年	 筑波大学附属大塚特別支援学校 講師
2012年	 筑波大学大学院博士課程人間総合科学研究科障害科学専攻 

単位取得退学
2012年	 聖徳大学児童学部兼任講師
2014年	 学校法人アルウィン学園玉成保育専門学校保育学科 講師
2016年	 国際学院埼玉短期大学幼児保育学科 講師
2019年	 山梨大学大学院総合研究部教育学域 准教授
2023年	 山梨大学学生サポートセンターアクセシビリティ・コミュニケー

ション支援室 室長（兼務）

大学時代 中高生とのキャンプにて 個別学習場面にて

LD学会
奨励賞 受賞

息子がポケットモンスターに大ハマ
りしており、朝6時にポケモンカー
ドゲームをすることが日課です。

私のお気に入り私のお気に入り

教育相談 遊びを通したことばの学習

休日の様子

大学院 総合研究部
教育学域 障害児教育講座

永田 真吾 准教授

人
物
発
掘
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　生活の中で困ったことや「こんなもの

があったらいいなあ」などと思ったこと

はありませんか？この授業ではそんな身

近な問題を「造形」という視点で解決し

ていきます。

「アート思考」「デザイン思考」を 
深めるリサーチワーク

　何かを生み出していくプロセスにおけ

る試行錯誤の記録として、リサーチワー

クという活動を行います。この授業は教

育学部の美術教育系の専門科目ですの

で、主たる目的は将来教員になったとき

に児童生徒の感性を養い、個々の可能

性を引き出す授業づくりができるように

なることです。

　本授業では、このリサーチワークを

通してアートプロジェクト、インスタレー

ション、写真表現を考えていきます。さ

らには映像メディア表現についても学び

ます。

　リサーチワークという活動の目的は、

美術やデザインの作品制作をするためだ

けではありません。皆さんが将来あらゆ

る分野に進んだ時に抱えるさまざまな課

題についても、造形的な見方・考え方を

生かして解決することができるようになり

ます。

誰も知らない、誰も考えていない 
未来の「造形思考」をつくりだす喜び

　近年、「アート思考」「デザイン思考」と

いう言葉をよく見かけるようになりました

が、この授業ではただ単にそのような思

考を学ぶのではなく、新たな視点での「造

形思考」を学生自らがつくりだし、担当教

員を含めた受講学生間でのディスカッショ

ンを通して未来の社会に役立つアートや

デザインを創出します。

造形思考を活かした 
課題解決型学習(PBL)

　この授業では複数の課題を設定して

います。「身近なものや風景の不思議を

写真に収める」「身近なものを何かに見

立てる」「既製品の意味について考える」

「場と既製品の関係について構想する」

「場と物体の関係を生かして空間をつく

る」「アートプロジェクトの企画を立案す

る」等についてリサーチワークを通して

学習していきます。

　授業での課題の幾つかを紹介します。

課題例1：「ゆらぎ」をテーマに身近なもの

や風景を見つめ直し写真で表現する

　この課題は身近なものや風景を「ゆら

ぎ」という視点で見つめ直し、それを写

真で表現することにより新たな気づきを

得る目的で行います。

課題例2：「立方体」という構造を多様

なものの見方から捉え直し表現する

　この課題は「立方体」という構造を基本

にして、造形的な見方・考え方を働かせな

がら感性や想像力を養うものです。

　造形思考を養うことで、皆さんの日常

が豊かになることでしょう。

医者の卵を育てる

　私たちは、将来医者になるために勉強

している医学部医学科の学生さんに、公

衆衛生という分野を教えています。公衆

衛生は、法律や社会のしくみ、組織を通

じて人の命を守るという、医療者の大切

な仕事のひとつです。

　人間の寿命を最も延ばしたのは、医

者のメスや抗生物質ではありません。例

えば清潔な飲み水の確保、下水の処理、

手洗いの習慣は、感染症による乳幼児

の死亡を激減させました。ワクチンを接

種することで、子どもから大人まで、感

染症による死亡が劇的に減りました。人

類が長く嗜好してきたタバコが、色々なが

んを引き起こしていることを突き止め、喫

煙率を下げたのも公衆衛生です。私たち

は、医師になる若者とともに、公衆衛生

がどのように命に貢献できるかを学んで

います。

疫学研究をする

　社会のしくみや組織で人の命を守るに

は、どのような手順を取れば良いでしょう

か。それには、まず何が病気の原因となっ

ているかを突き止め、それを基にルール

を作り、原因を減らすことです。そして作っ

たルールに則って、公務員、医療者、教

員、ビジネスパーソン、都市計画をする人、

ITエンジニア、ジャーナリスト、そして市

民自身が実際に病気を減らしています。

　私たちは、医学部の中で、一連の公

衆衛生活動の始まりとなっている、病気

の原因を突き止める仕事をしています。こ

れを疫学研究と言います。疫学研究で得

られた知見は、エビデンスと呼ばれ、今

では会話の中に登場する用語となりまし

た。

　疫学研究を行うために、私たちはデー

タを集めて、コンピュータを使い解析し

ます。その過程で、例えば次のようなエ

ビデンスを見出しました。

・	乳幼児のワクチン同時接種は、単独接

種と同様に安全である。

・	1.5歳〜3歳へのインフルエンザワクチ

ン接種は感染を21〜31%予防できる。

・	痩せている高齢女性は、標準体重の方

に比べて認知症リスクが高い。

・	秋生まれの子どもはアトピー性皮膚炎

の発症率が最も高い。

　これらのエビデンスの中には、医師が

治療する際に参考にするガ

イドラインに引用され、現

在の治療方針決定に役立っ

ているものがあります。

新しい研究を 
立ち上げる

　私たちは今、免疫機能に

よって起こる糖尿病（1型糖

尿病）の患者さんとその主

治医からデータを集め、解析する準備を

しています。この病気を持つ患者さんは

日本に10 〜14万人います。データ解析

により、この病気の合併症で苦しむ人を

できるだけ少なくしたいと考えています。

この患者さんに、健康な人と同じくらい

の寿命の長さを持ち、同様に人生を送っ

てもらうことは、医療者の長年の夢です。

この課題に貢献するエビデンスを生み出

すため、全国の医師と連絡を取り、研究

を進めています。

医学部、研究へのお誘い

　この記事を読んでもし興味を持たれた

ら、ぜひ大学や大学院に入学してくださ

い。講座に遊びにいらしてください。一

緒に公衆衛生を学び、人のために役立

つ疫学研究をしましょう。お待ちしてい

ます。

Lesson #40
p i c k  u p

講 義 紹 介

学生が実習成果を発表

国際学会で

課題例2-3：指に付ける
ファッションとしての立方体

課題例2-4：食材を使っ
た食べられる立方体

写真課題「ゆらぎ」

SEMINAR ゼミ紹介

医学部 疫学講座

未 来 へ の 造 形 思 考 で 生 活 を 豊 か に

病気の原因を探り、予防する

横道 洋司 教授

2005年山梨大学医学部卒業。
2011年山梨大学社会医学講座助教。
2023年より現職。

Department of Epidemiology

教育学部
芸術身体教育コース
美術教育系

井坂 健一郎 教授

担当教員

造 形 計 画 演 習 （映像メディア
表現を含む。）

課題例2-1：
天井に涼しげな
空間を創出する立方体

課題例2-2：
レンガタイルの
写真を貼り込み、
風景に溶け込ま
せた立方体

98 山梨大学広報誌 山梨大学広報誌



CLOSE-UP PEOPLE
研
究
を
通
じ
て
知
見
を
広
げ
、

人
と
し
て
成
長
し
続
け
る

マ
イ
ハ
ウ
ス
プ
ラ
ン
で
広
が
っ
た

研
究
職
へ
の
夢

大
学
に
入
っ
て
み
て 

ど
う
で
し
た
か
？

　
一
言
で
い
う
と
、「
自
由
が
増
え
た
!!
」
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。
授
業
の
取
り
方
や
生
活
ス
タ

イ
ル
、
時
間
の
使
い
方
な
ど
、
多
く
の
こ
と
を

自
分
で
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
自
由
度
が

高
い
分
、
責
任
も
伴
い
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
を
通
し
て
自
分
自
身
の
成
長
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

今
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　
現
在
は
研
究
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
先
輩

か
ら
引
き
継
い
だ
微
生
物
の
研
究
に
取
り
組
ん

化
学
コ
ー
ス
で
専
門
的
に
化
学
を
学
べ
る
環
境

に
と
て
も
満
足
し
て
い
ま
す
。

大
学
入
学
後
に
感
じ
た 

ギ
ャ
ッ
プ
は
？

　
高
校
で
は
、
個
人
差
は
あ
れ
ど
「
勉
強
を
頑

張
る
」
と
い
う
空
気
感
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、

大
学
に
入
る
と
、
勉
強
だ
け
で
な
く
サ
ー
ク
ル

や
ア
ル
バ
イ
ト
、
趣
味
な
ど
学
生
の
で
き
る
こ

と
の
幅
が
広
が
っ
た
の
を
感
じ
ま
し
た
。
自
分

の
好
き
な
こ
と
に
も
力
を
注
ぎ
、
い
ろ
い
ろ
な

過
ご
し
方
を
し
て
い
る
人
が
い
て
、「
大
学
っ
て

自
由
な
ん
だ
！
」
と
思
い
ま
し
た
。

生
命
環
境
学
部
を 

選
ん
だ
理
由
は
？

　
小
中
高
で
も
環
境
問
題
や
生
物
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
は
あ
り
ま
し
た
が
、
よ
り
専
門
的
に

特
に
「
微
生
物
」
の
視
点
か
ら
環
境
問
題
に
対

し
て
答
え
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
、

生
命
環
境
学
部
を
選
び
ま
し
た
。
学
科
選
択
で

は
、
生
物
そ
の
も
の
を
深
く
学
べ
る
「
生
命
工

学
科
」
を
選
択
し
ま
し
た
。
未
知
な
部
分
が
多

い
微
生
物
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
可
能

性
を
広
げ
ら
れ
る
点
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

工
学
部
を
選
ん
だ
理
由
は
？

　
高
校
時
代
か
ら
理
系
科
目
が
好
き
で
、
特
に

化
学
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
進
路
に
つ

い
て
様
々
な
分
野
を
学
ん
で
い
く
中
で
「
も
っ

と
化
学
を
深
く
学
び
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
な
り
、
工
学

部
を
志
望
し
ま
し

た
。
総
合
工
学
ク

ラ
ス
に
入
学
後
、

1
年
次
は
幅
広
い

工
学
分
野
を
学
び

な
が
ら
自
身
の
興

味
や
適
性
を
見
極

め
、
現
在
は
応
用

で
い
ま
す
。
難
し
い
こ
と
が
多
く
、
ま
だ
理
解

し
き
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
日
々
の

勉
強
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
先
生
や
先
輩
方
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
吸
収
し
、
少
し
ず
つ
知
識

と
経
験
を
深
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

マ
イ
ハ
ウ
ス
プ
ラ
ン
に 

入
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　
入
学
後
に
行
わ
れ
た
説
明
会
で
興
味
を
も
っ

た
の
が
、
1
年
次
か
ら
研
究
活
動
に
参
加
で
き

る
「
マ
イ
ハ
ウ
ス
プ
ラ
ン
」
で
す
。
大
学
入
学

前
か
ら
、“
学
ぶ
”
だ
け
で
な
く
“
研
究
”
に
興

味
が
あ
っ
た
の
で
、
説
明
会
後
に
行
わ
れ
た
研

大
学
に
入
っ
て
驚
い
た
こ
と 

や
ギ
ャ
ッ
プ
は
？

　
部
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
が
盛
ん
な
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。
多
種
多
様
な
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
雰
囲
気
が
異
な
る
た
め
、
気
に
な
る

サ
ー
ク
ル
に
は
実
際
に
体
験
に
行
き
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
機
会
を
通
し
て
、
自
分
に
合
っ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
見
つ
け
や
す
い
環
境
だ
と
実

感
し
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
に
つ
い
て

　
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
、
週
2
回
（
水

曜
日
・
土
曜
日
）
活
動
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン

ト
時
に
は
30
人
ほ
ど
が
集
ま
る
こ
と
も
あ
り
、

に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
で
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま

す
。
無
理
な
く
自
分
の
ペ
ー
ス
で
参
加
で
き
る

の
も
魅
力
で
す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
は
、
大
学
生

活
の
大
き
な
楽
し

み
の
一
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

究
室
見
学
に
参
加
し
、
複
数
の
研
究
室
が
あ
る

中
で
、
自
分
の
や
り
た
い
有
機
化
学
の
研
究
室

と
出
会
い
ま
し
た
。
現
在
は
、山
本
研
究
室
（
有

機
合
成
化
学
研
究
室
）
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

研
究
室
で
は
、
先
輩
方
と
実
践
的
な
研
究
を
楽

し
み
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
「
も
っ
と
多
く
の
学
生
に
知
っ
て

ほ
し
い
！
」
と
思
う
ほ
ど
魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。

癒
し
は
あ
り
ま
す
か
？

　
自
宅
で
は
レ
オ
パ
ー
ド
ゲ
ッ
コ
ー
（
ヒ
ョ
ウ

モ
ン
ト
カ
ゲ
モ
ド
キ
）
を
飼
っ
て
い
ま
す
。
も

と
も
と
は
爬
虫
類
好
き
の
弟
の
希
望
で
飼
い
始

め
た
の
で
す
が
、
今
で
は
家
族
全
員
に
と
っ
て

大
切
な
存
在
で
す
。
夜
行
性
な
の
で
、
夜
遅
く

に
ア
ル
バ
イ
ト
か
ら
帰
宅
し
た
後
も
元
気
な
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
賢
く
て
穏
や
か
な

性
格
で
、
そ
ば
に

い
る
だ
け
で
み
ん

な
の
癒
し
と
な
っ

て
い
ま
す
。

研究活動やサークル、プライベートにと輝く山梨大生を紹介！クローズ
アップ

ピープル

研究活動

生命環境学部 生命工学科 4年
出身県：大阪府
出身校：大阪府立生野高等学校

池
いけ

上
がみ

 翔
しょう

一
いち

朗
ろう

さん

工学部 工学科 応用化学コース ２年
出身県：山梨県
出身校：北杜市立甲陵高等学校

志
し

賀
が

 史
ふみ

佳
か

さん

最高の仲間と
最高の景色

友人たちとの
思い出の一枚

マイハウスプラン
活動風景

マイハウスプラン

総合工学クラス 授業風景

友人たちとの思い出の一枚 総合工学コース 記念撮影

サークル活動

私の癒し
レオパード
ゲッコー

起床・準備

通学

1限・2限
昼食

研究室

帰宅

弟の宿題を
見る

風呂

夕食

自由時間・課題 就寝
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研究室

自由時間
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自由時間院試の勉強
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とある一日 とある一日
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Ko
ba

ya
shi

Sakurai

私たち学生広報スタッフが
調査しました！

下敷き
講義に絶対必須の物。過去に3回だけ
家に置いてきた事があるが、能率が
40%ダウンして眠くなる。無いと
講義中起きてられない。今この成
績があるのは、9割5分この下敷
きのおかげ。

工学部応用化学コース3年

みんな楽しく生き生きと活動し、

キャンパスライフをいっそう充実させる

サークルをご紹介！

甲府キャンパス大学祭実行委員会

Ca
m

pu
s F

es
tiv

al
 E

xe
cu

tiv
e 

Co
m

m
itt

ee
Welcome to our Let's 

Enjoy!

サ　　ー　　ク　　ル

C CC I R C L E

　みなさんこんにちは！山梨大学水泳部で
す。私たちは「みんなで仲良く、楽しく」をモッ
トーに、それぞれの目標やスタイルに合わせ
て、いろんな形で水泳を楽しんでいます！ 
　水泳部というと「きつい練習をひたすら
こなす」というストイックなイメージがあ
るかもしれませんが、当部活は全くそんな
ことはありません！ 部内には、大会に向け
て全力で練習に励むガチな人はもちろん、
健康のためにゆるく泳いでリフレッシュし
たい人、さらには「泳ぐのが苦手だから少
しでも克服したい！」という人まで、幅広

水泳部

Sw
im

m
in

g 
clu

b

自分のペースで続ける、
楽しく前向きな水泳ライフ

いメンバーが所属しています。部員それぞ
れの目的に合わせて、時にはお互いにアド
バイスをしながら、温かい雰囲気のなかで
自分のペースで取り組める環境が整ってい
ます。
　主な活動としては、日々の練習に加えて、
関東甲信越大会などの大会への出場、大
学祭での模擬店の出店やOB会など、年間
を通してイベントが盛りだくさんです ！初
心者から経験者まで、どんな方でも大歓迎
です ！少しでも興味を持ってくれた方は、
ぜひ一度見学や体験にお越しください。

大学祭では焼き鳥屋を出店

部活の様子 練習後の一枚

■部員数	 ：21名
■活動場所	：緑ヶ丘スポーツ公園
	   スポーツ会館(屋内プール)
■活動日	 ：水曜日・金曜日
	   18:30 ～ 20:00

DATA

　私たち大学祭実行委員会は、1年生から
3年生まで約100人の仲間が集まり、学校
全体を盛り上げる大イベントを創り上げ
ています！
　主な活動期間は大学祭前の約1ヶ月間。
普段の部室でのワクワクする企画立案や
準備から、キャンパス全体を駆け回る当
日の本番運営まで、短期間でギュッと集
中して最高の青春を駆け抜けます。学年
を越えた縦の繋がりが非常に強く、アッ
トホームで活気ある雰囲気が自慢です。
　「大学生活で何か大きなことを成し遂げ

企画から運営まで実践できる、
学生主体のプロジェクト活動

たい！」「一生モノの熱い思い出と、かけ
がえのない仲間に出会いたい！」そんな
想いを持った方を大歓迎します。未経験
からでも、それぞれの得意なことを活か
せる輝くステージが必ずあります！
　短い準備期間だからこそ、本番を終え
た時に全員で味わう圧倒的な達成感と、
そこで生まれた強い絆は一生の宝物にな
るはずです！
　私たちの手で、まだ見ぬ最高に熱い大学
祭を一緒に創りませんか？皆さんのご参加
を、メンバー一同、心からお待ちしています！

サブステージの様子

実行委員会集合

メインステージ
の様子

■部員数	 ：約100名
■活動場所	：部室
■活動日	 ：大学祭前の約1ヶ月間
■メール	 ：gakusai@yamanashi.ac.jp

DATA

万年筆・インク
万年筆：パイロット カスタムヘリテイジ92
インクボトル：パイロット 色彩雫（いろしずく）月夜
スケルトンボディとガラスのおかげで
インクの美しさがよく映えるところが
お気に入りです。
　　工学部機械工学コース1年

KINTOの水筒
形が可愛いし容量も丁
度いいところがお気に入
り。色々なカラーがある
のでプレゼントにもおす
すめです。

総務課職員

asunosekaiさんの 
gfプレーン スコーン
さくほろっほろでまじで美味しい、
食べた時の衝撃はすごかった！！
生命環境学部地域食物科学科2年

分割キーボード 
Glove43tb
分割されているので肩幅に広げて使えます。胸が開
くので毎日2桁時間を超えるPC作業を行う自分みたい
な人間には体の負担を軽減できるのが嬉しいですね。
持ち運びやすいのも長所です。

工学部コンピュータ理工学科4年

印伝グッズ
約10年前から１つ２つと増
え、一番のお気に入りは、ぞ
う柄のペンケースです。子ど
もから大人まで幅広い年齢
層に人気の柄だと思います。

広報・渉外室職員

『ゆるキャン△』リンの 
薪割り扇子
ハンディファンより軽くコンパクト
で湿気に強い素材で長持ち。高校か
ら使っています。

生命環境学部地域食物科学科2年

ラクバキ 
イージーサンダル 
ラップ ブラック
O脚改善で履き始めて、とて
も歩きやすくて人生のベスト
バイです。
生命環境学部地域食物科学科2年

オキニアイテムオキニアイテム
徹 底 調 査徹 底 調 査

梨っ子大集合！梨っ子大集合！

オキニアイテムオキニアイテム

梨大のみなさんの生の声を
Googleフォームで募集させていただきました！

ご協力いただいた皆様
ありがとうございました！！

学生広報スタッフがリポート
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抽選で1010名様名様に
大学の
オリジナル
グッズ
をプレゼント！
※個人情報は厳重に管理し、他の目的、用途では使
用いたしません。

※プレゼントの内容は予告なく変更となる場合が
ございます。あらかじめ

　ご了承ください。

アンケート回答締切
令和9年1月8日（金）
※当選者の発表はプレゼントの発送を
もってかえさせていただきます。 回答フォーム

有料広告を募集します。 山梨大学広報誌Vineに
「広告」を出しませんか？

広報誌Vineは、毎年２回、全国の教育機関等に配布しています。ぜひ、貴社の広告、
PR活動にお役立てください。詳しくは、本学ホームページをご覧ください。

山梨大学総務企画部総務課広報・渉外室
☎ 055-220-8006  koho@yamanashi.ac.jp

本誌に関する
ご意見・

お問い合わせ

山梨大学広報誌 ヴァイン
2026 Summer vol.49

大学院の研究で日々扱っている実験器具や細菌、
微細藻類などのモチーフを散りばめ、「微生物アー
ト」を中心に、無限の応用可能性を秘めた微生物
の魅力が表現されています。（広報・渉外室）

広報誌「Vine」のアンケート
にご協力ください！表紙イラスト

制作
大学院
医工農学総合教育部
生命環境学専攻
修士課程2年
倉田 真綺さん

　本学では令和8年度も読売新聞甲府支
局との共催で、「つなぐ〜未来をつくる科
学と社会〜」と題した全10回の連続市民
講座を開催します。
　聴講無料。本学の教員が専門の分野
を図解等用いてわかりやすく解説します。

問い合わせ先

山梨大学教務企画課連続市民講座担当
電話：055-220-8043
FAX：055-220-8796
 koukai-kouza@yamanashi.ac.jp

開催日 演題 所属学部 講師名

第5回 令和8年  9月12日（土） その人らしく生きるを支える 
～ ICU看護師として考えたこと～ 医学域 山田 章子

第6回 令和8年10月  3日（土） 町並み・集落の保存と担い手育成 
〜重伝建地区における連携・協働の取組〜 教育学域 田中 勝

第7回 令和8年11月14日（土） 抗生物質クライシスへの挑戦
 ～微生物界の秘めたる「奇跡の宝箱」～ 生命環境学域 山村 英樹

第8回 令和8年12月19日（土） 豊かな人生100年時代に向けて 
～知って得する「排尿トラブル」解決法～ 医学域 三井 貴彦

第9回 令和9年  2月13日（土） 大型藻と水草の世界 
〜山梨県内の河川や水田での現状〜 教育学域 芹澤 如比古

第10回 令和9年  3月  6日（土） 廃棄物が価値に変わる 
～ “捨てる”から“活かす”循環経済～ 工学域 遠山 忠

令和8年度山梨大学・読売新聞連続市民講座
「つなぐ〜未来をつくる科学と社会〜」

開催日時・スケジュール　13：30 ～ 15：00（開場 13:00）

申込方法や詳細は、
本学HPで
ご確認ください。1N

EW
S & TOPICS

1

山梨大学特色ある研究
PR 展示

～大村記念微生物資源研究
フロウティラ～土から始まる
微生物×創薬～開催中！

2026.4.28 Tue.
　甲府駅北口において、「大村記念微生
物資源研究フロウティラ」に関する展示
を新たに開始しました。フロウティラの創
薬への取り組みを紹介するパネル展示や、
フロウティラにちなんだオリジナルグッズ
がもれなくもらえるクイズを行っています。

2N
EW

S & TOPICS

2 「水素コンソーシアム
LIGHT」に本学が参加

2026.6.10 Wed.
　本学は、山梨県や複数の企業ととも
に水素コンソーシアム「LIGHT」に参画
しました。本コンソーシアムは、水素の
社会実装に向けた知見を結集し、具体
的取組を推進する協働基盤として設立さ
れました。

3N
EW

S & TOPICS

ブドウ栽培支援
ロボット実演会を開催

2026.6.12 Fri.
　本学を代表機関とするコンソーシアム
が主催したロボット実演では、AIによる
果粒認識とロボットアーム制御を融合し
たフィジカルAI技術を活用し、ロボットが
人間と同程度の精度で摘粒作業を行える
ことを実証しました。今後もロボット技術
と栽培体系の両面から研究開発を進め、
シャインマスカット栽培の省力化と高品
質生産の両立を目指します。

4N
EW

S & TOPICS

ゼロエミッションみらいラボ・
共創環境棟竣工記念式典を挙行

「山梨県におけるヘルスケア・セント
ラルシティ構想の推進に関する連携協定」
を締結

2026.6.30 Tue.
　クリーンエネルギー分野の最先端研究を推進する「ゼロエミッ
ションみらいラボ」と、学生・研究者・企業・地域をつなぐ交流・
共創拠点「共創環境棟」が完成しました。共創環境棟にはラウン
ジやテラス、250人収容の多目的ホールを備えています。両施設を
核に、産学官連携を
深化させ、地域の持
続的発展とカーボン
ニュートラルの実現を
目指します。

2026.7.13 Mon.
　オミックス（遺伝子やタンパク質、
代謝物などの生体情報）・IoT・AIを
活用した住民主体の健康づくりモデ
ルの社会実装を推進するため、山
梨県、中央市、株式会社Taomics
の4者は、連携協定を締結しました。
産学官が連携し、「山梨県における
ヘルスケア・セントラルシティ構想」
を推進することで、世界最先端の
健康都市の実現を目指します。

※今後の状況により、開催方法等
　変更となる場合があります。

5N
EW

S & TOPICS

5 6N
EW

S & TOPICS

3 4

6
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